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病虫害は少ない。 

生長旺盛で、かなり野性的につるを伸ば

す。他の樹にも絡みつく。落葉期に強剪

定して、つるの整理と誘導をすることが

維持管理のポイント。思い切って剪定し

ないと、翌年繁茂し過ぎて手に余る。 

雌雄異株のため、近くに雄株があるとた

くさん実をつける。花後、受粉目的の雄

株のつるは切り戻し、雌株のつるを残す

とよい。実をつけたつるは、季節感のあ

る花材やリースとして楽しめる。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ◎ 弱 

山地に自生するツルウメモドキは、つるが腕の

太さにもなることがあり、遥か上方で実をつけ

る。 

Memo 

秋、色付く実と黄葉が魅力のつる植物。実は熟

すと３裂し橙赤色の種子が現れ、この時期最も

美しい。雌雄異株なので実を楽しむには雌株に

雄株を添えて植えるとよい。パーゴラなどを下

地にして、ある程度放任した方が自然の持味を

出せるが、ある程度に留めないと手に余る。 

生長：速い、雌雄異株 

草本扱い（保証の観点より） 
特 記 

ニシキギ科（APGⅢ） 科 名 

落葉／つる類／木本植物／在来種 

ツルウメモドキ  [ 蔓梅擬 ]  

カケス・イカル・メジロ・ルリビタキ 

コゲラ・キビタキ・アカハラ 

ジョウビタキ・ツグミ・キジバト 
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